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特発の縮尺模型や外乱光などを用いた誘目性評価装置を開発し、

外乱環境下における現行の特発と誘目性改善案の比較を可能と

する、まったく新しい特発の誘目性評価手法を開発した

研究の背景と目的

研究成果

踏切の異常時に明滅発光する特発は、見逃すと事故に直結する可能性があり、見逃

しによる事故のリスク低減のため、見つけやすいものであることが求められている

特発の見逃し対策の効果確認手段には、800m先での見え方についての検討が必

要となるが、試験場所の確保や、営業運転中の試験実施は困難であった

鉄道乗務員が会議室などで簡便に実施できる誘目性※の比較法の構築を目指した

特発（回転形）の1/75スケール模型を製作し、800m先の特発と同等に見える模型

の光量を比較試験で明らかにした
特発実機と模型の比較

現役運転士389人にアンケート調査を実施し、特発を見

つけにくい外乱要因として、外乱光となる踏切警報灯や

パトランプ、運転操作として停通確認などがあることを

明らかにした

特発模型や外乱要因を組み合わせた誘目性評価装置を

開発し、現行と誘目性改善案の比較を可能とする誘目性

評価手法を開発した

ケーススタディとして、発光方法の違いによる誘目性の

違いを評価し、開発した誘目性評価手法が各条件間の誘

目性の違いを定量的に評価可能であることを確認した

現行と比較した発光パターンや、その他対策による誘目性の違いの評価に活用する

今後の展開

人間科学研究部（人間工学、快適性工学）

情報通信技術研究部（画像解析）

特殊信号発光機の
明滅方法に関する誘目性評価手法
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特発模型
(1/75スケール) 

10.7m先の三脚上

特発実機
800ｍ先

※誘目性：気づきやすさ、注意の引きやすさ、目立ちやすさを表す言葉
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・特発側：外乱光、
特発の位置

・運転士側：運転操作
・環境側：線形、時間帯

・視線誘導灯を見ている最中に特発発光に気づき次第、ボタンを押す
・外乱要因（外乱光・注意リソース）により、特発に気づきにくい状況とする
・特発に気づく反応時間、見逃し回数、主観評価を用いて誘目性を評価する

運転士の考える特発の動作に気づきにくい状況（41項目中、回答率50％以上を提示）

特発に気づくまでの反応時間

誘目性比較評価手法
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現行

点滅

1灯回転

付加設備

模型と人との距離：10.７m

注意リソース

時刻表の停通確認

外乱光模型

パトランプ

連続する  
_ 踏切警報灯

特発模型2基

１基では誘目性評価できない

片方のみ発光して注視を抑制

視線誘導灯10基
ランダム発光を目で追う

特発発光パターンを
自由に変更可能
発光パターン例：
・現行 ・点滅
・1灯回転  ・付加設備

過去の見逃し事例を元に、
装置に組み込む外乱要因
を抽出

・外乱光：踏切警報灯、パトランプ
・注意リソース：時刻表の停通確認
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